
平成１４年度 発生事故件数（速報）
! !事 故発生件数は過去最悪１７０件

平成１５年３月末現在における発生事故件数
は、図－１のように 報告さ１７０件（速報値）
れており、昨年度の件数（１４９件）を大きく
上回り、過去最悪の発生状況となりました。

一方、事故による被災者数については、図－
２のように６１人（内死者６人）となってお
り、平成１３年度と比べて１６人（内死者１０
人）減少しました。

また、事故分類別に見ると、図－３のように
近年、労働災害事故よりも公衆災害事故が多く
発生する傾向にあり、平成１４年度では半分を
占めています。

図－１　月別発生事故件数（累計）
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図－２　被災者数経年変化
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図－３　事故分類別
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3% 労働災害事故： 工事・作業に起因して工事関係

者が負傷した事故

公衆災害事故： 工事・作業に起因して一般の人

や物に損害を与えた事故

もらい事故： 一般者の行為に起因して工事関
係者や設備に損害を受けた事故

もらい事故的 “もらい事故”の中でも工事施
な事故： 工側に公衆に対しての配慮が不

足していたと思われる事故

図－４　H14公衆災害事故の内訳
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平成１４年度に発生した公衆災害事故８７件
の内訳を見てみると、図ー４のようになり、地
下埋設物件等（水道管、情報管路等）を損傷さ
せた事故と一般車等（一般車及び自動二輪車）
を損傷させた事故が、およそ４分の１ずつを占
め、継いで架空線等（通信線、電力線、信号機
等）を損傷させた事故が多く発生しています。

また、情報ＢＯＸ設置工事や舗装修繕工事
で、既設の地下埋設物を損傷した事故とバック
ホウのアームやクレーンのブームで架空線を損
傷した事故は、近年増加傾向にあります。



（平成１５年３月３１日現在）３月の事故速報
発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

３月３日 河川巡視業務において、不法投棄箇所の状況を写真撮影するために徒歩で現場へ近づこうとした

京都府 ところ、足を滑らせて約１５ｍ下の河岸へ滑落した。

１０：５０
〔 巡視員：顔面裂傷、腰部打撲（第３腰椎横突起骨折）等 全治１４日 〕

３月３日 橋梁拡幅工事において、鋼矢板を護岸に打ち込む作業を行っていたところ、誤ってＮＴＴの通信

京都府 用管路を損傷した。

１５：１５
〔 物損：ＮＴＴの通信ケーブル切断 約４５０回線が不通 〕

３月６日 道路舗装工事において、片側２車線道路で追越車線を規制していたところ、走行車線にはみ出た

京都府 砕石を施工区域内から回収していた作業員が後進してきたブルドーザーと接触した。

１５：００
〔 作業員：右下肢筋肉挫滅 全治３５日 〕

３月７日 管理用通路舗装工事において、バックホウで敷鉄板の積み下ろしを行っていたところ、作業場所

奈良県 に隣接している民家の外構壁を損傷した。

１０：００
〔 物損：民家の外構壁損傷 〕

３月７日 ＰＡ施設補修工事において、ＰＡ内専用駐車場の植樹帯に設置していた工事予告看板が強風で倒

兵庫県 れ、停車中の一般車（軽自動車）に接触した。

１５：３０
〔 物損：一般車の車体一部損傷 〕

３月７日 歩道設置工事において、路肩部を規制していたところ、走行してきた一般車（大型貨物トラッ

福井県 ク）がバリケードに接触し、倒れたバリケードが交通誘導員に当たった。

１６：４０
〔 交通誘導員：左太腿打撲 全治１４日 〕

３月１４日 照明灯設置工事において、バックホウで歩道部の掘削作業を行っていたところ、埋設されていた

和歌山県 ＮＴＴの通信ケーブルを切断した。

１１：００
〔 物損：ＮＴＴの通信ケーブル切断 〕

３月１６日 道路改良工事において、中央分離帯部に保安施設を設置していたところ、無免許運転の一般車が

滋賀県 保安施設に接触した。

６：０５
〔 物損：仮設ガードレール及び保安施設損傷 〕

３月１８日 歩道整備工事において、片側２車線の内、走行車線を交通規制して歩道部及び乗入れ部にインタ

京都府 ーロッキングの敷設作業を行っていたところ、走行して来た一般車が飲酒運転により運転を誤って

２：２０ 規制区域内に進入し、保安施設及び交通誘導員に接触した。

〔 交通誘導員： 死亡 〕

３月１９日 橋梁設置工事において、ダンプトラックにより工事発生土砂を処分場へ運搬していたところ、ダ

奈良県 ンプトラックが処分場から工事施工箇所へ戻る際に、処分場の出入口から退出してすぐに道路切土

１０：２０ 法面に接触し、その反動で道路から外れて約４０ｍ斜面下へ転落した。

〔 ダンプトラック運転手： 死亡 〕

３月２１日 情報ＢＯＸ設置工事において、工事予告看板を設置する為に、資材車を片側２車線道路の路肩に

大阪府 停車させ、作業員が下車しようとしていたところ、後続の一般車が不注意により追突した。

２２：０５
〔 資材車：後部破損 〕

３月２２日 電線共同溝設置工事において、歩道部の下水マンホール周辺を砂及びゴムマットで養生して交通

兵庫県 開放していたところ、通行していた歩行者が砂の沈下による段差(約２０㎜)でつまづき転倒した。

１８：３０
〔 第三者：足首捻挫 全治不明 〕

３月２６日 情報管路設置工事において、切削器によりＯＦＦランプ部の路面切削作業を行っていたところ、

奈良県 路面に埋設してあった路面温度検知センサーケーブルを破損した。

２：３０
〔 物損：路面温度検知センサーケーブル破損 〕

３月２９日 歩道整備工事において、道路１車線を交通規制して、路面切削及び舗装復旧作業を行っていたと

京都府 ころ、舗装復旧用の合材を運搬して来た工事関係車（４ｔダンプトラック）と横断歩道部で転倒し

２：００ た自転車が接触した。

〔 物損：自転車破損 〕


